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タイ王国における体力測定
一実施マニュアル作成について (第2報)

千 葉 義 信

はじめに

日本の文部科学省 (旧文部省)の体力 ･運動

能力テス ト (スポーツテス ト)は､昭和36年

(1961年)に成立した ｢スポーツ振興法｣に基

づき､保健体育審議会の答申を基に､昭和39年

(1964年)より開始された｡テス トの内容は､

体力診断テス ト (反復横とび､垂直とび､他)､

運動能力テス ト (50m走､走り幅とび､他 :年

齢､性別により種目が異なっていた)､競技種

目別テスト (持久走､急歩､他)の3部門から

構成されていた｡これらのテストは若干の修正､

追加とともに長きに渡り続けられ､毎年 ｢体育

の日｣に公表され､国民の体育 ･運動能力に対

する関心を高めてきた15)｡これらのテス トは､

高齢者テス トの必要性､測定上の安全性､テス

ト項目の妥当性等の再検討がなされ､平成11年

(1999年)より ｢新体カテス ト｣と改められ多

くの研究機関､教育機関で実施され利用されて

いる4) 5)0

一方､諸外国の体力測定に関する情報につい

て､先進諸国の情報は比較的容易に得ることが

できるが､開発途上国のこれらの情報を見出す

ことは大変困難である｡特に東南アジア諸国に

おいては､体格や体力についての統一資料その

ものが存在しない国も多いようである｡開発途

上国の国々では､予防医学の考え方が十分に広

まっていないことから､それに伴う体育やスポー

ツ活動が十分に普及していないのが実情であり､

体育科教育の基礎資料となる対象者 (児童や生

徒)の体格や体力把握の活動が十分とはいえな

い｡

東南アジア諸国の体格 ･体力測定に関して､桜

井20)が､タイ国に関する ｢スポーツ青少年体力

テス ト (運動適性テス ト)｣を紹介している｡

内容は､立ち幅とび､上体起こし､腕立て伏臥

腕屈伸､シャトル走､5分間走であり､｢その

結果を全国レベルでの検討や標準値の策定など

は現在までおこなわれていないようである｣と

報告している｡著者らは､タイ国およびカンボ

ジア国において体格や体力測定を実施して報告

している1)A3)6)-12)18)19)0

本報は､著者がタイ国において体力測定を実

施 した際に活用した ｢体力測定実施マニュア

ル｣13)を改定して報告し､今後のタイ国での調

査活動の基礎資料とすることを目的とした｡

測定種目の決定

基礎運動能力を十分に反映する種目とともに､

当該国 (タイ国)では測定機材が不十分である

ことを念頭に､測定可能と考えられる種目とし

て以下の5種目を選定した｡その方法は日本の

文部科学省 ｢新体カテスト｣の規定に準じた16)｡

① 上体起こし (si卜up):筋持久力測定

② 長座体前屈 (sitting-trunk-nexion):柔軟性

測定

規定の測定機材を段ボール紙､または厚紙

にて作成した｡

③ 反復横とび (side-step):敏捷性測定

④ 50m走 (50m-run):走力 ･瞬発力測定

⑤ 立ち幅とび (standing-long-jump):瞬発力

測定
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体力測定実施マニュアル アルを示し､日本語を併記した｡なお､当該国

以下にタイ王国公用語 (タイ語)でのマニュ で利用している物に日本語の記載はない｡
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63JaylQl舶 M 山 門 nm yJⅥ1勺弓1珊1u

体力測定実施マニュアル

1.Unmvl旬u上体起こし

160 国際経営論集 No.37 2009

(Fg1即 &)A,uaum 1Ul剛 1血 qwIE勺2如 na机舶 an

実施定者Aは､仰向けの姿勢をとり両腕を胸の前

で組む｡

郎 つuB,首1JLdlVltJ 2如 qa伸 餅 6iAW Luiu(yh

Lnd,.叫

(触 L5n)cgpIJ帥 最前aJUn済っ壱ul山 1日軸 m 胴 咽∩郎
Rつ免 許叫 LJl(L血 LL山 vJaJth)

補助者Bは､Aの両膝をしっかり固定

する (初期姿勢)｡Aは ｢始め｣の合図で矢印の

方向-上体を起こす｡

背中にクッション性の有るもの (シー ト等)が

有ることが望ましい｡

FgpIJ帥 尻A,Un苗っヰ山 1例EfLwv舶 舶 nylu12坊1Juq[tnuIJq山刊1
LL如如glulnavu刑乱読u例1LI帥 郎

lvr桝がeivl'1LLljU舶 111gILJl溺 uっa130うulずi血 弓1
uっuFT号絹 坊a舶 nLLqlSnlJFmqltLaつUuYIn

占 _
Ⅵ1nllj的61Ei州 alFIW 首剛つalRうJLのEn

Aは､両肘が大腿部に付くまで上体を起こす｡A

は矢印の方向-身体を戻し､初期姿勢-戻る｡

この動きを30秒間繰 り返し､両肘が大腿部に付

いた回数をその記録とする｡

不備が無ければ測定は1回とする｡



2.uuJnpLJ861苗っyLl｣坊1勺Vmvl 長座体前屈

2 5 C ご c m I L 46 5 5

⊂ = : コ : = 器

20cm 35-10cm

Lの弓EJLl司ljnぅni,Wn由Jnうと例1廿Ⅵ弓anぅとの1洲 ull
l15と紬 Sr(cLぜ∩ぬJLIJdlqと礼1∩)

測定機材を段ボールまたは厚紙で作成する (空

き箱を利用すると良い)0

副群 員,約 6)qlYIu勺2qvIJlutねJn由n lJ鮎fin由J

山と紬 5'LIJll(うSUとdlJqaJLL肌 LVh礼 ちとEJと1Ⅵ貞)14苗浦61

ThLLⅥ勺n～ulljLfl罰auluⅦnlt;L罰mnuuglraJう=lu勺qt'a舶∩ぬ勺

lljJa n'uql～all山R;弓audNaanqlnfhLtVJJ

LFl弓uualUIuの1のUW qLIJal岬 FI刊aJnぬ d ぅと員廿5'(QT'1u

lnかhLLVN)L'iJuぅとUと崩o血 eIL山耶

FlaEJCll一和a凱IL鮎un由勺山 と細 れJym萌匂∩郎匂

実施者は､両足を箱の間に入れ､ 測定機材に

軽く手 (腕は肩幅)を添え､壁に背中､腎部を

密着させる｡この時､肘が曲がっていないこと､

腎部が壁から離れないように注意する｡

スケールを準備し､測定機材の角 (壁に近い方)

にOcmを合わせる｡

機材を矢印の方向にゆっくりと滑らせる｡

血 覇∩与t,EJt:Vh勺L鮎 血 苗っLaaunぬd 5t痛廿5'
761U萌Idll山auaとL如1山 司的 1nn由d lと紬 5'
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測定機材が移動した距離をその記録とする｡こ

の時､膝が曲がらないこと､手が機材から離れ

ないことに注意する｡2回実施して良い方を記

録とする｡記録は0.5単位とする｡※0.5の無い者

の (.0)の記入の必要は無い｡
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3.nL5t穴のQl前1nJnauu 反復横跳び

162 国際経営論集 No.37 2009

局別さu例与や2tさu了のLJIwyth胴1nLaunal渦VNat;100可LJ.
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中央のラインの両側に100cm間隔に2本ラインを

引く｡実施者は､中央のラインをまたいで立ち

(初期姿勢)､｢始め｣の合図で､右又は左のライ

ンまでステップする (左右はどちらからでも良

い)0

∩うt:751の甘11JL者ulvlnFITu苗っfhnぅt;てのunaulJ11ほし者unalJ

ラインを越すか触れるまでステップした後､中

央のラインまでステップして戻る｡

LL批如 耶 勺か Lln'mibu机1∩うと7m 湖 心1LJL如

更に反対側のラインを越すか触れるまでステッ

プする｡

LL式っ∩与と751un荊｣LnfiL貞unillJ
yhLdu忌TnUfLuna120111萌761LJIwvuulJn1号∩うt:76tQl坊1LILL

ど -_ _ .
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(血 ∩つとて…1山 っ1,nm寸,者1U,na¶ L巾札 4何句
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.t_

Ⅵ1nyLlは由良61Ⅵa15tn<fLwp首uっalLLFIFlうJL剛つ

中央のラインにステップして戻る｡この動きを2

0秒間繰 り返し､それぞれのラインを通過するご

とに1回として､その合計回数を記録とする｡

(例 :右一中央一左一中央で4回となる)

ラインを踏まなかったり越えなかった時は回

数としない｡不備が無ければ測定は1回とする｡



4.弓J50LLJ耶 50m走

Yn司つ朋 t;US50LLJ耶

50mの直線走路を作る｡

w LFuJさqm lnlL弓Llm'ul肌 W R'1づ1(Lq～1d),(附ud)vl号au

礼 EJnu肌6u(W 別絹 )

スター トの合図は ｢用意｣､｢スター ト｣の合図

と同時に腕 (旗を利用しても良い)を下から上

-振り上げる｡

Ⅵ吉洞1nWはfufUlnlL弓山うJuablW 寄1Jnalqu弓絹 寸血 血
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スター トの合図からゴールライン上に胴体が達

するまでの時間を測定する｡

記録は1/10秒単位とする (1/100秒を四捨五入)｡

不備がなければ測定は1回とする｡
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5.Ehnぅt:7例ulna 立ち幅跳び

164 国際経営論集 No.37 2009

旬のYhL九 ijtl(叩 糾 Lina l勺)fL仇'iJu司郎 Jl耶 §1uLGiJu ぅとtJと萌
oL項 u飢LJ耶

踏み切 り線に ｢中央のマーク｣を作る｡ここが基点

(0cm)となる｡

マークを身体の中心として､両足を肩幅程度に広げる｡

Lmu勺aEjlWLYlTlyi寸2か…EhlJL乱川 aJll帖1JI川ylu苗っ∩与と76)61
両足が踏み切り線を越えないように､前方-飛ぶ｡

lvlpIJ7u恥 とUと崩∩うとTRの16日のmuuqln与とU粥nn叩 糾 U'nalJ如
く岬寸はuLYlh刑

着地時に踏み切 り線に近い方の瞳と ｢中央マーク｣と

を結ぶ距離をその記録とする｡

1㌦∩う応finぅと7mlt昌EJJn'W Iu的 1∩甲 糾 u'nm nJELuLLuつLSEJ勺
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wnぅごてen12何者… 6っ1舶 1円孝Jfinぅと16nll爪∩絹可の1Juuか

斜めに着地した場合は､｢中央のマーク｣からそのま

ま (斜めに)計測して､その実測値とする｡

記録はcm未満を切り捨てる｡

2回実施して良い方を記録とする｡
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muJ庄山aEjlJa勺う1匂鮎即t長句EtGijulJ5式日的unl絹 ∩廿1ynJ苗11川a絹∩廿1

体力測定の実施前には､準備運動をおこなって下さい｡終了後の整理運動も重要です｡

体力測定は決して危険なものではありませんが､実施者に何か異常を見出したときに

は､直ちに中止して下さい｡このマニュアルが今後も広く利用され体育科教育のお役

に立てることを願っております｡

RefertoNewPhysicalFitnessTestbyMinistryofEducation,Culture,Sports,Science

andTechnology,JAPAN

Aug.2007 Y.C

後記

体力測定実施マニュアル作成の目的は､当該

国関係者に協力を求め測定活動をスムーズに進

めることと､測定現場管理者 (教育関係者､学

校長等)に対して測定活動の内容と測定活動が

安全であることを認識してもらうためであった｡

測定に際しては､本書を基に現地協力者 (教育

関係者及び教員)と実技を交え注意事項等を確

認したとともに､測定に関する倫理的配慮､安

全に関する配慮についても確認した｡開発途上

国の国々においては､体格および体力測定に関

する情報が十分とは言い難く､今後､長期に渡

り広範囲で統一した情報の収集が求められるこ

ととなる｡そのためには､本書のようなマニュ

アルが重要な役目を担うこととなると考える｡
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